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三 

 
衆
議
院
議
員
鈴
木
一
君
提
出
国
鉄
高
架
線
下
の
賃
借
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、

(1) 

当
該
高
架
下
は
、
現
在
日
米
産
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役 

石
井
明
と
東
京
都
北
区
中
十
条
二
の
五 

渡
辺
吉
男
の
共
同
使
用
と
な
つ
て
い
る
。 

(2) 

戦
前
の
使
用
経
過
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
の
書
類
焼
失
の
た
め
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
丸
二
青
果
荷
受
配

給
株
式
会
社
取
締
役
社
長 
松
井
繁
夫
及
び
日
産
機
械
工
業
株
式
会
社
（
後
の
日
米
産
業
株
式
会
社
）
取

締
役
社
長 

石
井
明
の
両
名
に
使
用
承
認
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
戦
災
に
よ
り
建

物
が
焼
失
し
た
の
で
、
こ
の
使
用
承
認
を
取
消
し
た
。 

(3) 

昭
和
二
十
二
年
、
国
鉄
は
、
鉄
道
弘
済
会
に
高
架
下
全
部
を
使
用
承
認
し
、
鉄
道
弘
済
会
は
そ
の
高
架

下
一
部
を
長
尾
組
に
貸
し
付
け
た
が
、
長
尾
組
は
鉄
道
弘
済
会
及
び
国
鉄
に
無
断
で
第
一
興
業
株
式
会
社

に
当
該
高
架
下
の
建
物
を
譲
渡
し
た
の
で
、
昭
和
二
十
九
年
鉄
道
弘
済
会
は
第
一
興
業
を
相
手
と
し
て
、 



二
、
戦
災
に
よ
り
建
物
が
焼
失
し
た
た
め
、
国
鉄
は
他
の
使
用
承
認
者
と
同
様
に
昭
和
二
十
年
八
月
七
日
に
使
用

承
認
を
取
り
消
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
使
用
関
係
は
消
滅
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。 

以
上
の
経
緯
で
あ
る
が
、
そ
の
後
第
一
興
業
株
式
会
社
と
日
米
産
業
株
式
会
社
及
び
渡
辺
吉
男
の
間
で
家
屋

明
渡
し
に
つ
い
て
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
訴
訟
中
で
あ
つ
た
が
、
本
年
九
月
「
第
一
興
業
株
式
会
社
に
名
義
変

更
す
る
こ
と
な
ど
」
を
内
容
と
す
る
和
解
が
成
立
し
た
。 

(4) 
昭
和
三
十
一
年
、
調
停
の
結
果
、
「
第
一
興
業
は
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
高
架
下
を
明

渡
し
、
鉄
道
弘
済
会
は
直
ち
に
国
鉄
に
引
き
渡
す
。
国
鉄
は
、
利
害
関
係
人
日
米
産
業
株
式
会
社
か
ら
高

架
下
使
用
承
認
願
い
が
あ
つ
た
と
き
は
、
承
認
を
考
慮
す
べ
き
旨
」
の
条
項
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
一
年

日
米
産
業
株
式
会
社
に
対
し
使
用
承
認
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
渡
辺
吉
男
と
の
共
同
名
義
に
変

更
願
い
が
あ
つ
た
の
で
、
こ
れ
を
承
認
し
現
在
に
至
つ
て
い
る
。 

建
物
収
去
、
土
地
明
渡
し
の
訴
を
東
京
地
裁
に
提
訴
し
た
。 

四 

 



 

五 

そ
の
後
、
昭
和
三
十
七
年
丸
二
青
果
荷
受
配
給
株
式
会
社 

松
井
正
輔
よ
り
正
式
に
使
用
願
い
が
提
出
さ
れ

た
が
、
当
時
、
当
該
高
架
下
は
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
の
東
京
地
裁
の
調
停
条
項
に
基
づ
き
、
日
米
産
業
株
式

会
社
及
び
渡
辺
吉
男
に
使
用
承
認
中
で
あ
つ
た
の
で
、
貸
付
で
き
な
い
旨
回
答
し
現
在
に
至
つ
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




